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待
の
未
然
防
止
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三
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虐
待
の
早
期
発
見
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期
対
応
（
第
九
条
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第
十
二
条
）

　

第
四
章　

虐
待
を
受
け
た
子
供
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
等
（
第
十
三
条
）

　

第
五
章　

社
会
的
養
護
等
（
第
十
四
条
）

　

第
六
章　

人
材
育
成
等
（
第
十
五
条
│
第
十
七
条
）

　

附
則

　

子
供
は
、
大
い
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
権
利
の
主
体
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　

子
供
へ
の
虐
待
は
、
子
供
の
心
に
深
い
傷
を
残
し
、
否
応
な
く
そ
の
輝
き
を
奪
い
、
時
に
、
将
来
の
可
能
性
を
も
奪
う
も
の
で
あ
り
、
何
人
も
子

供
へ
の
虐
待
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
核
家
族
化
、
地
域
社
会
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
に
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
養
育
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
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二

り
、
保
護
者
が
子
育
て
に
困
難
を
抱
え
、
そ
の
結
果
虐
待
行
為
に
至
る
こ
と
が
あ
る
事
実
も
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
都
、
区
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
は
、
一
層
連
携
し
な
が
ら
子
供
と
家
庭
を
支
援
し
、
子
供
が
家
庭
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
社
会
全
体
で
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
防
止
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し
、
虐
待
か
ら
子
供
を
断
固
と
し

て
守
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

　
　
　

第
一
章　

総
則

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
子
供
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
に
関
し
基
本
理
念
を
定
め
、
東
京
都
（
以
下
「
都
」
と
い
う
。
）
、
都
民
、
保
護
者
及
び
関

係
機
関
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
踏
ま
え
、
子
供
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
を
虐
待
か
ら
守
る
環
境
整
備
を
進
め
、
子
供
の
権
利
利
益
の
擁
護
と
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一　

子
供　

十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
。

　

二　

保
護
者　

親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
子
供
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い
う
。

　

三　

虐
待　

法
第
二
条
に
規
定
す
る
児
童
虐
待
を
い
う
。

　

四　

関
係
機
関
等　

学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
、
保
健
機
関
そ
の
他
子
供
の
福
祉
に
業
務
上
関
係
の
あ
る
団
体
及
び
学
校
の
教
職
員
、
児
童

福
祉
施
設
の
職
員
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
弁
護
士
そ
の
他
子
供
の
福
祉
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
を
い
う
。

　

五　

子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

子
供
と
家
庭
に
関
す
る
総
合
相
談
、
子
供
家
庭
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
・
調
整
、
地
域
組
織
化
等
の
事
業
を

行
う
特
別
区
及
び
市
町
村
（
以
下
「
区
市
町
村
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
機
関
を
い
う
。
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六　

事
業
者　

都
の
区
域
内
（
以
下
「
都
内
」
と
い
う
。
）
で
事
業
を
行
う
法
人
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
個
人
又

は
都
内
の
建
物
の
所
有
者
及
び
管
理
者
で
あ
っ
て
、
第
四
号
に
規
定
す
る
関
係
機
関
等
以
外
の
も
の
を
い
う
。

　

七　

子
供
の
品
位
を
傷
つ
け
る
罰　

保
護
者
が
、
し
つ
け
に
際
し
、
子
供
に
対
し
て
行
う
、
肉
体
的
苦
痛
又
は
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
（
当

該
子
供
が
苦
痛
を
感
じ
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
子
供
の
利
益
に
反
す
る
も
の
を
い
う
。

２　

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
で
使
用
す
る

用
語
の
例
に
よ
る
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条　

虐
待
は
、
子
供
へ
の
重
大
な
権
利
侵
害
で
あ
り
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
社
会
全
体
で
そ
の

防
止
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

虐
待
の
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
子
供
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
子
供
の
安
全
及
び
安
心
の
確

保
並
び
に
最
善
の
利
益
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
の
責
務
）

第
四
条　

都
は
、
法
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
及
び
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
虐
待
の
防
止
に
必
要
な
体
制
整
備
そ
の
他
必

要
な
施
策
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

都
は
、
虐
待
の
防
止
に
関
し
区
市
町
村
（
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
む
。
第
七
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及

び
関
係
機
関
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
区
市
町
村
が
実
施
す
る
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
施
策
へ
の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３　

都
は
、
法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
虐
待
の
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
の
成
長
及
び
自
立
に
対
す
る
理
解
並
び
に
体
罰
等
に
よ
ら
な

い
子
育
て
の
推
進
に
資
す
る
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
都
民
等
の
責
務
）

第
五
条　

都
民
及
び
事
業
者
（
以
下
「
都
民
等
」
と
い
う
。
）
は
、
子
供
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



四

２　

都
民
等
は
、
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
市
町
村
長
又
は
都
の
児
童
相
談
所
若
し
く
は
都
の
福
祉
事
務
所
（
以
下
「
児
童

相
談
所
等
」
と
い
う
。
）
の
長
が
行
う
子
供
の
安
全
の
確
認
を
行
う
た
め
の
措
置
（
以
下
「
子
供
の
安
全
確
認
措
置
」
と
い
う
。
）
に
協
力
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

都
民
等
は
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
（
社
会
的
養
護
の
下
で
育
っ
た
子
供
を
含
む
。
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
地
域
社
会
に
お

い
て
等
し
く
愛
護
さ
れ
、
円
滑
に
社
会
的
自
立
が
で
き
る
よ
う
、
虐
待
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
当
該
子
供
（
当
該
子
供
が
十
八
歳
以
上
に

な
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
対
し
て
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
者
等
の
責
務
）

第
六
条　

保
護
者
は
、
子
供
の
養
育
に
係
る
第
一
義
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
虐
待
が
子
供
に
与
え
る
重
大
な
影
響
を
認
識
し
、

子
供
の
健
全
な
成
長
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

保
護
者
は
、
体
罰
そ
の
他
の
子
供
の
品
位
を
傷
つ
け
る
罰
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

３　

妊
娠
し
た
者
及
び
乳
児
又
は
幼
児
の
保
護
者
は
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
の
規
定
を
踏
ま
え
、
同
法
第
十

二
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
区
市
町
村
が
行
う
妊
産
婦
又
は
乳
児
若
し
く
は
幼
児
に
対
す
る
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
に
応
じ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

保
護
者
及
び
そ
の
同
居
人
は
、
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
市
町
村
長
又
は
児
童
相
談
所
等
の
長
が
行
う
子
供
の
安
全
確

認
措
置
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

保
護
者
は
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
の
児
童
相
談
所
に
よ
る
指
導
又
は
支
援
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
支
援
に
従
っ

て
必
要
な
改
善
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
等
の
責
務
等
）

第
七
条　

関
係
機
関
等
は
、
虐
待
を
発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

関
係
機
関
等
は
、
都
、
区
市
町
村
及
び
他
の
民
間
団
体
と
連
携
し
、
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



五

第
九

十

九
号
議
案
　
東
京
都
子
供
へ
の
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例

３　

関
係
機
関
等
は
、
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
市
町
村
長
又
は
児
童
相
談
所
等
の
長
が
行
う
子
供
の
安
全
確
認
措
置
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
二
章　

虐
待
の
未
然
防
止

（
虐
待
の
未
然
防
止
）

第
八
条　

都
は
、
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
区
市
町
村
が
実
施

す
る
切
れ
目
な
い
母
子
保
健
及
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
（
障
害
児
支
援
に
関
す
る
施
策
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も

の
と
す
る
。

２　

都
は
、
学
校
、
学
校
の
授
業
の
終
了
後
又
は
休
業
日
に
お
け
る
子
供
の
活
動
場
所
等
に
お
い
て
、
子
供
に
対
し
、
自
身
が
守
ら
れ
る
べ
き
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
及
び
権
利
侵
害
に
関
す
る
相
談
先
等
の
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３　

都
は
、
若
年
者
に
対
し
、
予
期
し
な
い
妊
娠
に
至
ら
な
い
た
め
の
啓
発
活
動
及
び
妊
娠
、
出
産
等
に
関
す
る
相
談
先
等
の
情
報
提
供
を
行
う
も

の
と
す
る
。

４　

都
は
、
医
療
機
関
及
び
区
市
町
村
と
連
携
し
、
予
期
し
な
い
妊
娠
を
し
た
者
又
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
な
い
妊
婦
に
対
し
、
必
要
な
支
援

及
び
医
療
を
受
け
る
機
会
を
確
保
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
活
動
及
び
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
三
章　

虐
待
の
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応

（
通
告
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
）

第
九
条　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
供
を
発
見
し
た
者
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
、
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
そ

の
他
の
区
市
町
村
の
通
告
受
理
機
関
又
は
児
童
相
談
所
等
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

都
は
、
都
民
等
及
び
関
係
機
関
等
に
対
し
、
子
供
を
守
る
こ
と
及
び
家
庭
へ
の
支
援
の
契
機
で
あ
る
虐
待
通
告
を
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
供
を
発
見
し
た
者
が
通
告
し
や
す
い
、
又
は
虐

待
を
受
け
た
子
供
が
自
ら
相
談
し
や
す
い
環
境
及
び
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

児
童
相
談
所
等
の
職
員
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
通
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
職
務
上
知
り
得
た
事



六

項
で
あ
っ
て
当
該
通
告
を
し
た
者
を
特
定
さ
せ
る
も
の
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
子
供
の
安
全
確
認
措
置
等
）

第
十
条　

児
童
相
談
所
等
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
子
供
の
安
全
確
認
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
告
を
受
け
た
場
合

　

二　

子
供
本
人
、
家
族
、
親
族
等
か
ら
虐
待
に
係
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合

　

三　

児
童
相
談
所
等
の
長
が
虐
待
が
発
生
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
自
ら
判
断
し
た
場
合

　

四　

他
の
児
童
相
談
所
か
ら
虐
待
に
係
る
事
案
の
移
管
を
受
け
た
場
合
又
は
区
市
町
村
か
ら
の
送
致
を
受
け
た
場
合
若
し
く
は
都
の
福
祉
事
務
所

か
ら
の
送
致
を
受
け
た
場
合

２　

都
の
児
童
相
談
所
長
は
、
法
第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
、
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
要
求
、
法
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
に
よ
る
調
査
又
は
質
問
並
び
に
法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
検
又
は
捜
索
及
び
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
調
査
又
は
質
問
（
以
下
「
臨
検
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
権
限
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、

速
や
か
に
当
該
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

都
は
、
虐
待
事
案
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
警
察
と
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
の
児
童
相
談
所
長
は
、
子
供
の
安
全
確
認
措
置
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
一
時
保
護
を
行
お
う
と

し
、
又
は
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
、
立
入
り
に
よ
る
調
査
又
は
質
問
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
及
び
臨
検
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
子
供
の
住
所
又
は
居
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
に
対
し
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

５　

都
の
児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
を
求
め
る
場
合
は
、
子
供
の
安
全
の
確
認
及
び
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
る
観
点
か

ら
、
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
迅
速
か
つ
適
切
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
相
談
所
等
の
調
査
等
）



七

第
九

十

九
号
議
案
　
東
京
都
子
供
へ
の
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例

第
十
一
条　

児
童
相
談
所
等
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
対
し
、
虐
待
に
係
る
子
供
又
は
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
こ
れ
ら
の
者
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
そ
の
他
虐
待
の
防
止
等
に
係
る
当
該
子
供
、
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
当
該
情
報
に
つ
い
て
、
児
童
相
談
所
等
の
長
が
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
事
務
又
は
業

務
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
利
用
し
、
か
つ
、
利
用
す
る
こ
と
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

当
該
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
子
供
、
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
又
は
第
三
者
の
権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

一　

都
及
び
区
市
町
村
の
機
関

　

二　

関
係
機
関
等
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

　

三　

事
業
者

２　

児
童
相
談
所
等
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
を
収
集
す
る
場
合
に
お
い
て
、
虐
待
又
は
そ
の
防
止
等
の
対
応
の
目
的
の
た
め
に
特
に
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、
そ
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
管
理
及
び
利
用
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
携
及
び
情
報
共
有
等
）

第
十
二
条　

都
の
児
童
相
談
所
は
、
他
の
児
童
相
談
所
か
ら
事
案
の
移
管
を
受
け
又
は
他
の
児
童
相
談
所
に
対
し
事
案
の
移
管
を
行
う
場
合
に
は
、

そ
の
緊
急
性
又
は
重
症
度
に
応
じ
、
的
確
な
引
継
ぎ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

都
の
児
童
相
談
所
は
、
児
童
相
談
所
が
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
対
応
、
一
時
保
護
又
は
施
設
入
所
若
し
く
は
里
親
等
委
託
の

措
置
等
を
行
う
こ
と
並
び
に
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地
域
社
会
で
子
供
と
家
庭
へ
の
相
談
支
援
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
を
行
う

こ
と
を
踏
ま
え
、
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
区
市
町
村
の
機
関
と
、
密
接
に
連
携
又
は
協
働
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

都
及
び
都
の
児
童
相
談
所
は
、
虐
待
の
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
並
び
に
虐
待
を
受
け
た
子
供
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
（
以
下
「
要
対
協
」
と
い
う
。
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
等
そ
の
他
虐
待
事
案
に
関

係
す
る
団
体
と
、
子
供
と
家
庭
に
関
す
る
必
要
な
情
報
の
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４　

都
は
、
区
市
町
村
が
設
置
す
る
要
対
協
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
及
び
活
性
化
の
た
め
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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第
四
章　

虐
待
を
受
け
た
子
供
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
等

（
虐
待
を
受
け
た
子
供
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
等
）

第
十
三
条　

都
は
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
に
対
し
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
、
年
齢
、
心
身
の
状
況
等
を
十
分
考
慮
し
た
支
援
及
び
教

育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

都
の
児
童
相
談
所
は
、
区
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
の
保
護
者
に
対
し
、
子
供
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に

と
っ
て
良
好
な
家
庭
環
境
の
形
成
若
し
く
は
適
切
な
親
子
関
係
の
構
築
又
は
再
び
虐
待
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
指
導
及
び
支
援
を

行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
五
章　

社
会
的
養
護
等

（
社
会
的
養
護
及
び
自
立
支
援
）

第
十
四
条　

都
は
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
の
社
会
的
養
護
の
充
実
を
図
る
た
め
、
里
親
制
度
の
啓
発
活
動
、
里
親
の
育
成
及
び
里
親
等
へ
の
委
託
の

推
進
並
び
に
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
等
の
施
設
及
び
自
立
援
助
ホ
ー
ム
そ
の
他
社
会
的
養
護
に
関
す
る
事
業
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

都
は
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
の
円
滑
な
社
会
的
自
立
の
た
め
、
必
要
な
支
援
及
び
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
六
章　

人
材
育
成
等

（
人
材
育
成
）

第
十
五
条　

都
は
、
虐
待
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
虐
待
の
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
そ
の
他
の
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技

術
を
有
す
る
職
員
を
育
成
し
、
都
の
児
童
相
談
所
の
運
営
体
制
を
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

都
は
、
区
市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
に
お
け
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
の
修
得
に
資
す
る
研
修
等
を
実
施
す
る

も
の
と
す
る
。

３　

都
は
、
地
域
社
会
で
子
育
て
支
援
や
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
む
民
間
団
体
へ
の
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
虐
待
死
亡
事
例
等
の
検
証
）

第
十
六
条　

都
は
、
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
証
の
結
果
を
、
児
童
相
談
所
、
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
子
供
の
福
祉
に
業



九

第
九

十

九
号
議
案
　
東
京
都
子
供
へ
の
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例

務
上
関
係
の
あ
る
機
関
に
お
い
て
職
務
に
従
事
す
る
者
の
研
修
等
に
十
分
活
用
す
る
な
ど
、
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
重
大
事
例
の
再
発
防
止

に
関
す
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

都
は
、
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
証
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
中
「
児
童
相
談
所
等
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
」
と
、
「
虐
待
に
係
る
子
供
又
は
そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
こ
れ
ら
の
者
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
そ
の
他
虐
待
の
防
止
等
に
係
る
当
該
子
供
、
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
」
と
あ
る
の
は
「
必
要
な
情
報
の

提
供
」
と
、
「
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
事
務
又
は
業
務
の
遂
行
」
と
あ
る
の
は
「
検
証
」
と
、
「
情
報
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
事
例
に
係

る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
公
表
）

第
十
七
条　

都
は
、
毎
年
度
、
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

都
は
、
社
会
環
境
の
変
化
及
び
こ
の
条
例
の
規
定
の
施
行
の
状
況
そ
の
他
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
取
組
の
推
進
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
提
案
理
由
）

　

子
供
へ
の
虐
待
の
防
止
へ
の
理
解
を
深
め
、
社
会
全
体
で
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。


